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　要旨：症例は 34歳，男性．咽頭痛と倦怠感があり市販の鎮痛薬を内服していたが，改善しないため当
院夜間外来を受診し，風邪症候群と診断され感冒薬を処方された．翌日より 吸気時に左側胸部 ･心窩部
･左上腕部にかけて吸気時の疼痛を自覚するようになった．感染性肺塞栓と両側膿胸を呈し，血液培養よ
り Corynebacterium属が検出されタゾバクタムナトリウム ･ピペラシリンナトリウム（TAZ/PIPC）とリネ
ゾリド（LZD）に抗菌薬を変更し奏功した．頸部造影 CTにて左扁桃膿瘍と左内頸静脈血栓の所見を認め
Lemierre症候群と診断した．入院 16日目に両側胸膜掻爬術を施行．以後順調に経過し入院 45日目に退院
となった．
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